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ユズノイエ国営設計局（Yuzhnoye SDO）は、長い間にわたりウクライナ宇宙局（NSAU：

National Space Agency of Ulraine）の指示に従って多種多様な衛星を開発してきました。それら

には、ポテレツエ監視衛星、インターボール予側分析衛星などが含まれます。これらは地殻、電

離層、磁気圏の緒現象を観測し、地震予兆現象の探知、太陽風の地球生物学上及び科学技術上の

影響を探知するための宇宙システム構築という目的に沿って開発されてきました。 
 
ユズノイエ SDO はこれらの目的を達成するために、これまでの多くの衛星及び観測装置を開発

した経験を持っています。例えば、インタコスモス－19、オレオル－３、インタコスモスーブル

ガリア１３００、インターコスモスー２４、さらに自律型軌道ステーション AUOS－３と AUOS
―SM 等です。現在、ユズノイエは次世代の小型衛星で最大 250kg と最大 1000kg クラスの 2 種

類を開発しております。これらの衛星は災害監視、大災害防止、地震、大気現象、その他の非常

事態の監視を目的としています。 
 
最近発生したスマトラ沖地震及び津波による大災害を考えると、地表のひずみに起因する地殻

変動の予測システムを地球規模で構築する必要性が迫っています。 
 
これに関して、ユズノイエ SDO はアストロリサーチと共同で、分析予側衛星システム（最新式

ポペレゼニヤミッション）を開発し実現するための国際協力体制構築を検討しています。この衛

星システムは地殻、大気及び太陽と地上の生物との関係を研究する目的で開発されます。また、
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緊急事態レーダ及び可視光監視衛星システム “Sich－3－SAR 衛星”も開発しています。 
 
アストロリサーチは電気通信大学や他の大学と協力して、地震前兆現象に関連する地磁気観測

システムや電離層観測システムの開発進めており、同時に地震予知の精度を向上させるために地

上観測データと宇宙観測データを統合する技術やコンピュータプログラムの開発を進めようとし

ております。 
 
分析予側システム衛星が近接して配置された衛星群を使用した多点観測手法は、地震予知など

には大変重要です。他方、単一点観測手法は波形構造（wave mode structure)を明確にすること

は出来ませんが、多点観測手法はこれを可能にします。 
一つの太陽同期軌道面に 3 機の衛星を投入する全地球観測衛星群システムは電離層の中を周回

します。観測装置を搭載した複数の衛星は、お互いにある距離を維持しながら飛行します。この

ような衛星の配置により、オーロラ電離層における電磁波伝播の研究に特化した新しい実験も可

能だし、小規模の異性分と非線形ダイナミック構造の研究も可能で、さらに、太陽放射線の継続

的観測、電離層特性に連続観測、短波電磁波伝播の特性研究、太陽風の変化に関する研究等の組

み合わせも可能となります。 
 
異なる衛星によるアクティブ（衛星Ａ）及びパッシブ（衛星Ｂ、Ｃ）測定システムが構築され

ると、パッシブ衛星の低ノイズの電磁気レベルを観測することが可能となり、結果として測定の

精度をより高くすることが可能となります。 
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